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19 盲腸痛術後の多発肝転移::孤立性肺転移に対

し.集学的治療にてCRを得た 1例
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執 力 勝義*

白根健登病院外科

新潟大学大学院消化器 ･一般外科学

分野 (第-外科)*

症例は82才,女性.平成 17年4月肝 S4,S2/3

に転移を伴 う2型進行盲腸癌と診断 され回盲部

切除術,肝左葉切除術を施行した.術後 4ケ月に

多発残肝再発をきたしたため左鎖骨下動脈より

総肝動脈にカテ-テルを留置 し,5FU1500mg毎

週投与を開始 した.術後 8ケ月には多発肝転移は

徐々に縮小 したが新たに孤立性牌転移を認めた

ため 5FU1500mg動注にCFr-ll120mg静注隔

週投与を併施 し化学療法を継続 した.術後 1年 5

ケ月には多発肝転移巣はほぼ消失 したが,牌転移

栄はさらに増大 したため牌臓摘出術を施行 した.

術後 2年にて多発肝転移巣は消来 し予CRを得た

症例を経験 した.

20 血清 5-FtT濃度測定がレジメン変更の指標

となった直腸癌術後肝転移の 1例
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症例は 77歳,男性.直腸癌に対 し直腸切断術を

施行 した.その後,多発肝転移が出現 したため,

PMC療法変法を開始 した.開始 10か月後の腹部

CTで新病楽の出現を認めたため,FOLFOX4にレ

ジメンを変更 した.FOLFOX4開始 2か用後の

CTでは,転移巣の増大 と,さらに新病巣 を認め,

PDと判定 された.FOLFOX4施行中の血清 5-

FU濃度はPMC施行時よりも低値であったため,

FOLFOX6にレジメンを変更 した.FOLFOX6開

始 4か目経過 した現在まで SDを維持 している.

21 重症急性肺炎で発症した下部胆管癌の 1例
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野 (第 ･外科)

症例は65歳,女性.重症急性輝炎を発症 し近

医入院,輝炎は保存的治療で軽快 したが再燃を繰

り返 したため,精査加療目的に当院転院 となっ

た,CT,ERCPで聯胆管合流部付近に僻管と胆管

の狭窄を認めた.胆汁 ･輝液の細胞診では悪性所

見は認めなかったが,悪性魔境による狭窄を否定

できず手術を施行 した.贋頭部に鶏卵大の臆病を

認め,周囲組織と強固に癒着 していたため幽門輸

温存膝頭十二指腸切除術 ･横行結腸部分切除術

を施行 した.術中迅速病理診断,切除標本肉眼所

見では明らかな悪性所見は認めなかったが,永久

病理標本で鰐管浸潤を伴 う胆管癌と診断 された.

胆管癌は黄痕での発症が多く麟衆での発症は稀

であり,若干の文献的考察を加え報菖する.

22 胆管癌の表層拡大進展の存在診断に経口胆

道鏡検査が有用であった 1例
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症例は75歳,男性,上部胆管癌の疑いで当院

紹介受診 した.高齢者であることを考慮 して肝外

胆管切除術を立案していたが,直接胆道造影で左

肝内胆管壁に "毛羽立ち状"の壁不整像を認め,

衰層拡大進展の存在が疑われた 経口胆道鏡検査

を施行 し左肝内胆管への表層拡大進展の存在を

確認できたため,肝左葉切除術および肝外胆管切

除術 を施行 し癌過残のない切除が実行可能であ

った.切除標本の組織診断では,左肝内胆管に乳

頭腺癌 (上皮内癌)による蓑層拡大進展 を認め


